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全附連０５－０１５ 

令和５年６月吉日 

国立大学附属学校 

校園長 副校園長 

ＰＴＡ会長・保護者 各位 

 

（一社）全国国立大学附属学校ＰＴＡ連合会 

会  長   桑名 良尚  

実行委員長  髙地 たか子 

副実行委員長 真壁 雄一  

 

 

 

 

一般社団法人 全国国立大学附属学校ＰＴＡ連合会（全附Ｐ連） 

ＰＴＡ研修会 第 14回全国大会 二次案内 
 

 

開催スローガン 
 

子どもたちとこの国の未来のために 

～新時代の扉を開こう！これから求められる力とは～ 
 

 

 

拝啓 深緑の候、貴校園におかれましては、ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

 平素は全附Ｐ連の活動に格別のご理解とご支援をいただき、誠にありがとうございます。 

さて、昨年の９月３０日、１０月１日に開催致しました第１３回全国大会は、３年ぶりに対面

での参加に加え一昨年から実施したオンデマンド参加とのハイブリッド型として開催させていた

だきました。皆様から様々なご感想をいただき、目下、今後に生かすべく検討を重ねて、第１４

回全国大会に向け、全附Ｐ連が一丸となって企画・準備を進めているところでございます。 

 つきましては、第１４回全国大会の概要を下記のとおりご案内いたしますので、貴校園の今年

度の活動計画に盛り込んでいただきたくお願い申し上げます。子どもたちとこの国の未来のため

に、今こそ、国立大学附属学校には地域に根差した教育活動が求められています。参加者が共に

学び、情報を交換するとともに、保護者としてなすべきことを再確認し、附属学校の新たな可能

性についても考察いたしたく、より実りあるプログラムを計画しているところです。ＰＴＡ役員、

教職員の皆様方の多数のご来場を心よりお待ち申し上げます。 

 なお、プログラムの一部は後日配信いたします。配信は、学校登録料をお支払いしていただい

た学校のみ、ご視聴いただくことができます。詳細は、後日お知らせいたします。 

敬具 

 

 

記 

 

１．開催日程    令和５年９月２９日（金）９月３０日（土）  

 

２．主  催   一般社団法人 全国国立大学附属学校ＰＴＡ連合会（全附Ｐ連） 

  協  力   日本教育大学協会（予定） 全国国立大学附属学校連盟（予定） 

         全国国立大学附属学校教育後援会連絡協議会（予定） 

後  援   文部科学省（予定） 

 

        

３．参加対象者 全国国立大学附属学校の保護者および教職員 
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４．開催目的  ⑴ 日本の公教育を国立大学および附属学校と共に支える全国規模のＰＴＡ 

          組織として、その社会的な責任と役割を対外的に強く表明する。 

        ⑵ 日本の将来を背負って立つ子どもの健やかな成長のために、附属学校の 

          あり方を構築していく。 

        ⑶ 全国の附属学校関係者が一堂に会して、直面する全国共通の問題を認識し 

          解決への道を協議するとともに、さまざまな事例や取り組みを共有する。 

 

５．開催場所  ハイアットリージェンシー東京  地下１階 

        〒160－0023 東京都新宿区西新宿２－７－２ ＴＥＬ 03－3348－1234 

 

６．参加費   

        学校登録料（幼稚園、特別支援学校を除く全校種）・・   25，000 円／校  

        個人登録料（特別支援学校・学級）・・・・・・・・・    1，000 円／人  

        （幼・小・中・高・中等・義務教育学校）・・・・・・    3，000 円／人 

        情報交換会（9 月 29 日 18 時～19 時） 

ソフトドリンク 2 杯まで・・  2，000 円／人 

 

＊学校登録料をお支払いいただいた学校のみ、オンデマンド配信を視聴できます。 

詳細は、後日お知らせいたします。 

＊学校登録料は、連盟登録における学校単位で徴収します。 

（単位ＰＴＡあたりではありません。）不参加校からは徴収しません。 

＊幼稚園および特別支援学校は、学校登録料を徴収しません。 

特別支援学級のみが参加の場合も、学校登録料は徴収しません。 

＊宿泊、交通手段等の手配・斡旋は、全附Ｐ連事務局では行いません。 

   

７．参加申込方法 

        アドレス https://zfpr-zenkoku.com/ 

 

        からお申し込みいただけます。 

 

        ※登録・払込方法等の詳細は、８頁をご参照ください。 

 

８．参加登録申込期間 

        令和５年７月 10 日（月）13 時 〜 

                  令和５年７月 21 日（金）17 時 

        ＊各学校園から１人でも多くの皆様にご参加いただきたく存じます。 

        ＊参加者概数把握のため、上記日程内にご登録をお願いします。 

        ＊会場の都合上、収容できない人数の登録があった場合は、人数制限を 

         させていただく場合もございます。あらかじめご了承ください。 

        ＊全附Ｐ連（主催者）側にて、会場（ハイアットリージェンシー東京）内の 

         保険は出席者全員にかけておりますが、参加者の自宅から会場までは、 

         保険の対象外となります。 

        ＊申込みの変更は、申込み期間を過ぎましても受付いたしますが、請求書等の 

         手続きについては、大会終了後にさせていただきます。 

 

９．払込日程  ※今年度は、大会前のお振込みになります。 

         各学校園に請求書を送付させていただきます。 

         請求書受け取り後、９月８日までにお振り込みください。 

        ※お申込みをされた方は、当日、会場（ハイアットリージェンシー東京）の 

         研修に参加されなくても、お支払いいただきます。 

         キャンセル・返金には応じかねますので、ご理解の程お願いいたします。 

 

 

 

 

https://zfpr-zenkoku.com/
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10．その他   ＊本大会では、ＳＤＧｓの観点から、当日の資料などの配布物は全て電子化 

         いたします。 

         資料は事前に学校にプログラムをＰＤＦで配信いたします。必要な方は 

         ダウンロードし、ご印刷の上、ご来場ください。 

         なお、当日の資料（分科会も含め）は、会場でお渡しするＱＲコードを 

         読み取っていただき、ご自身のスマートフォンやタブレット端末などで 

         ご覧いただくことができます。 

        ＊当日、特別支援学校の生徒さんが作成した記念品と、全附Ｐ連オリジナルエ

コバッグをプレゼントいたします。 

 

11．お願い   ＊弊会全国大会参加のため、ご予約いただく宿泊代や乗車券など交通機関の 

         チケット代等に関して、全附Ｐ連として負担することはかないません。 

         ご理解の上、お申し込みください。 

         

12．お問い合わせ  全附Ｐ連研修委員会  kensyu.zenfu@gmail.com 

 

■スケジュール■ 

 

□第１日目 ９月２９日（金） 

 
 

＜ 受付（一般） ＞ 12：00～12：50 
   ＊プログラム開始後も、随時受付いたしますが、なるべく 12：30 までにご参集ください。 

   ＊スーツケース等のお手荷物は、会場のクローク（地下１階など）にお預けいただけます。 

 

 

Ⅰ．開会行事   （13：00～13：30） 

     

II．基調講演（13：30～15：00） 

 

 

なぜいじめ対策が難しいのか？（予定） 

 

 

阪根 健二 氏 （鳴門教育大学大学 特命教授 ） 

 

１９５４年神戸市に生まれる。１９７９年東京学芸大学大学院教育研究科修士課程修了。同年か

ら香川県坂出市内の中学校に勤務。１９９７年香川県教育委員会事務局義務教育課主任指導主事。

２００２年坂出市立白峰中学校教頭。１９９９年から２００３年まで香川大学客員教授を兼務。

２００３年香川大学教育学部学校教育講座助教授。２０１１年鳴門教育大学大学院学校教育研究

科教授。２０１６年地域連携センター所長併任。現在、鳴門教育大学大学 特命教授 (名誉教授)。

研究領域は学校危機管理、生徒指導。 

 

   

 16:10  16:30  

18:00 

受付 

行政説明 

PTA 活動事例発表 

カンガルー保険 

休 

憩 

50 分 90 分 

休 

憩 

 

テーマ別分科会 

 

 

 

 15:20 開会(13:00)  15:00 

開会行事 

基調講演 

 

      18:00 

120 分 

 12:00 

 

 
 

    情報交換会 

 

 

 

19:00 

 

18:00 

mailto:kensyu.zenfu@gmail.com
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Ⅲ．省庁行政説明    （15：20～15：40） 

   省庁行政説明 

    文部科学省 教員養成企画室、財務省、（予定） 

    

Ⅳ．ＰＴＡ活動事例   （15：40～15：50） 

一般社団法人全国国立大学附属学校ＰＴＡ連合会表彰 

  表彰 団体 会長賞 
北海道教育大学附属釧路 義務教育学校後期課程 PTA 

 

 新たな地域イベントを創造する「サンセットフェスティバル」 

 

Ⅴ．カンガルー保険紹介 （15：50～16：00） 

 

Ⅵ．テーマ別分科会（16：20～17：50） 

   校種を超えた４つのテーマに分かれた分科会を開催します。 

   各分科会は、講演や内容説明、シンポジウムを予定しています。 

   ＊参加者各人で、テーマをお選びになりご登録ください。 

 

ａ）＜分科会１＞ 

  「自転車世界一周の夢実現」 

～夢の始まりは学校になじめないことだった～ 

 

 

坂本 達 氏  (株式会社ミキハウス 社長室 冒険家) 

1968 年      東京都生まれ 

7 歳～11 歳   父親の仕事の関係でフランスに暮らす 

1992 年      早稲田大学政治経済学部卒業、 

㈱ミキハウスに入社 

1995 年 9 月～1999 年 12 月  ４年３ヶ月で自転車世界 

          一周、43 ヶ国 55,000 キロ走破 

2000 年 1 月   ㈱ミキハウス人事採用担当に復職 

2001 年 1 月   自転車世界一周の体験を綴ったフォトエッセイ『やった。』発刊 

2002 年 5 月～12 月  自転車で日本を縦断する「夢の架け橋プロジェクト」 

2004 年      内閣府 第 31 回「東南アジア青年の船」ナショナルリーダーで参加 

2005 年 4 月   『やった。』が全国の高校英語の教科書に（増進堂・受験研究社） 

2005 年 5 月   愛・地球博 市民プロジェクト「地球を愛する 100 人」に出演 

2005 年 6 月   西アフリカ・ギニア共和国に恩返しプロジェクトの井戸が完成！ 

2005 年 10 月  内閣府「 21 世紀ルネッサンス青年リーダー招へい」事業アドバイザー 

2005 年 11 月  JICA 国際協力機構「国際協力フォトコンテスト」理事長賞受賞 

2006 年 4 月   早稲田大学客員教員 （「地球体験から学ぶ異文化理解」担当） 

2006 年 10 月 「関西・こころの賞」受賞（毎年奉仕活動、スポーツ、芸術等で活躍した人を表

彰） 

2008 年 11 月 「夢 その先に見えるもの」 ドキュメンタリーDVD 完成 文部科学省選定作品 

2014 年 4 月 著書『やった。』 『ほった。』が高校英語リーディング 文部科学省検定教科書に 

2015 年 6 月 日本テレビ系全国ネット 「笑ってコラえて！」に登場 

2017 年 10 月 テレビ東京系全国ネット 「世界ナゼそこに？日本人」に登場 

2021 年 4 月 著書『ほった。』が中学３年生国語教科書 東京書籍「新しい国語」に採択 

2022 年 7～8 月 一家５人でスペインのキリスト教巡礼路、カミーノを５００キロ走行 
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現在勤務の傍ら講演活動を続け、著書の印税でお世話になった西アフリカ・ギニアの村に井戸

や診療所を設立。ブータンでは幼稚園を支援。東日本大震災以降、チャリティトークイベントを

続け、被災遺児と被災孤児への育英金・奨学金等として印税を全額寄付。講演活動は 1400 回を超

える。現在、３人の子どもたちと自転車による「世界６大陸大冒険」に 11 年計画で夫婦で挑戦中。

日本テレビ系「笑ってコラえて！」、新聞雑誌などメディア出演多数。 

 

坂本達オフィシャルサイト 

     
 

ｂ）＜分科会２＞  

   ～変化する時代の子育てとＰＴＡの形～（予定） 

    講師  未定   

 

ｃ）＜分科会３＞ 

  こども家庭庁 

    講師  未定 

 

ｄ）＜分科会４・特別支援部会＞ 

講師  未定 

 

 

＊テーマの選定と参加登録にあたって（お願い） 

 ◎各学校園から１人でも多くの皆様に会場でのご参加をいただきたく存じます。 

  各分科会に偏りのないようバランス良く参加・ご登録のうえ、皆様で情報交換していただ

ければ幸いです。 

 ◎分科会４は、特別支援学校・学級からの参加者が主な対象となりますが、その他の学校園

の方も、参加いただけます。 

 ◎会場の都合上、収容できない人数の登録があった分科会は、人数制限をさせていただく 

  場合もございます。あらかじめご了承ください。 

 ◎決定した分科会の変更はできかねます。予めご了承ください。 

 

※休憩時間は、あいサポーター研修動画の上映と、絵画コンクールのスライド上映、特別支援 

 学校の子どもたちが作成した記念品の販売を予定しております。是非お立ち寄りください。 

 

 

Ⅶ．情報交換会 （18：00～19：00） 

  今年度は、食事なしでドリンク２杯、１時間とさせていただいております。 

 積極的に、ご参加されている方々とご歓談ください。 
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□第２日目 ９月３０日（土） 

 

＜ 受付 ＞ 8：30～8：50 

  プログラム開始後も、随時受付はいたしますが、できるかぎり８：50 までにご参集ください。 

  ＊スーツケース等のお手荷物は、会場のクローク（地下１階など）にお預けいただけます。 

※８：55〜 ２日目スケジュール紹介    

基調講演 講師プロフィール紹介 など 

 

Ⅷ．基調講演 （９：00～10：15） 

 

 異彩を、放て。  

‐「ヘラルボニー」が福祉×アートで世界を変える‐（予定） 

松田 文登 氏   

（株式会社ヘラルボニー代表取締役副社長） 

 

 

 

代表取締役副社長。ゼネコン会社で被災地の再建に従事、その後、双子の松田崇弥と共にへラ

ルボニーを設立。４歳上の兄・翔太が小学校時代に記していた謎の言葉「ヘラルボニー」を社

名に、福祉領域のアップデートに挑む。 

ヘラルボニーの営業を統括。岩手在住。双子の兄。世界を変える 30 歳未満の 30 人「Forbes 30 

UNDER 30 JAPAN」受賞。2022 年、「インパクトスタートアップ協会」（ Iｍpact Startup 

Association）の理事を務める。著書『異彩を、放て。「ヘラルボニー」が福祉×アートで世界を

変える』 

 

 

Ⅸ．全附 P 連事業紹介 （10：15～10：45） 

いじめ防止対策活動事業     

あいサポーター研修 

全附Ｐ連活動報告 

 

 

 

 

 

 

 

   

閉会 

(12:40)    

80 分 

受付 
休 

憩 

 
７５分 

 9:00  10:45 8:30   

 

基調講演 

 

 

 

 

 

 

 10:15 

閉
会
行
事 
10 分 

 

12:30 

 

全附 P 連事業紹介 

 

 
  

  
  

  
  

  

パネルディスカション 

  
  

  
  

  
  

３０分 

11:10 
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Ⅹ．パネルディカッション（11：10～12：30） 

   「これからの附属学校の期待されるあり方」（予定） 

 

講演  講演者未定   

   

 

   ■ディスカション 

      学校連盟、ＰＴＡ連合会、文部科学省（予定）の代表者を 

      パネリストにお迎えし、意見交換をいたします。 

 

 

 

Ⅺ．閉会行事 （12：30～12：40） 

   大会宣言 

   閉会の言葉 

 

   ※休憩時は、あいサポーター研修動画の上映と絵画コンクールのスライド上映、 

    特別支援学校の子どもたちが作成した記念品を販売予定です。 

    是非お立ち寄りください。 

 

 

＜ 会 場 ＞ ハイアットリージェンシー東京（地下１階 宴会場） 

         〒160-0023  東京都新宿区西新宿２-７-２  TEL 03-3348-1234 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
アクセス 

 

＊JＲ新宿駅西口より 

徒歩 10分 

（西口小田急ハルク前より 

無料シャトルバス 20分 

毎運行） 

 

＊都営地下鉄大江戸線 

都庁前駅Ａ７出口徒歩１分 

（Ｃ４連絡通路経由） 

 

＊地下鉄丸ノ内線西新宿駅 

より徒歩４分 

 

＊羽田空港より直行リムジン 

バス 約 40～70分 

（首都高速道路状況に 

より変動） 
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全附Ｐ連 ＰＴＡ研修会 第 14 回全国大会 参加申し込み方法 

 

１.参加登録（申し込み）方法 

 

    アドレスからの参加登録       ＱＲコードからの参加登録 

 

    https://zfpr-zenkoku.com/  

 

    ＊申し込みは、学校単位で、申し込み責任者お一人が管理をお願いします。 

    ＊パスワードは、各学校園にて新たに設定をお願いします。 

     また、忘れないよう適切な管理をお願いします。 

     万一、忘れた場合は、参加申し込みフォームの最下段「パスワードを紛失された方」 

     よりお手続きをお願いいたします。 

    ＊初回入力や登録内容の確認・変更は、全附連事務局を通さず、各学校側でできます。 

     参加者情報を入力いただくと、参加者情報確認画面・請求金額確認画面等が確認でき、 

     入力情報の自動返信もあります。  

 

２.参加登録申込期間 

    令和５年７月１０日（月）１３時 ～ 令和５年７月２１日（金）１７時 

 

３.参加費 

    学校登録料（幼稚園、特別支援学校を除く全校種）  ・・・・ 25，000 円／校 

    個人登録料（特別支援学校・学級）  ・・・・・・・・・・・  1，000 円／人 

    個人登録料（幼・小・中・高・中等・義務教育学校）  ・・・  3，000 円／人 

    情報交換会（9 月 29 日 18 時～19 時）ソフトドリンク付き・・・   2，000 円／人 

     

４.費用の払込期間 

令和５年９月８日（金） 

    ※申し込み締め切り後に各学校園へ請求書を送付させていただきます。 

    ※請求額は、お申込み参加登録の額となります。 

     キャンセル・返金には応じかねますので、ご理解の程お願いいたします。 

     払込手数料は貴校園にてご負担ください。  

 

５.お申し込み後の参加登録内容の変更、締め切り後の登録について 

    ＊登録の変更、追加は同様の参加登録のアドレスから手続きをお願いします。 

  https://zfpr-zenkoku.com/ 
＊大会直前の登録変更については、名札等反映できない場合もありますので、ご了承 

ください。  

    ＊請求書は全国大会後に送付させていただきます。 

 

６.その他 

    教育後援会会長会については、全国国立大学附属学校教育後援会連絡協議会からの 

ご案内の参照をお願いいたします。 

 

７.お問い合わせ窓口 

    研修委員会 kensyu.zenfu@gmail.com  

    ＊本研修会に関するご質問は、全附連事務局ではなく、まずはこのアドレスへ 

     メールでお問い合せください。数日中には回答させていただきます。 

https://zfpr-zenkoku.com/
https://zfpr-zenkoku.com/
mailto:kensyu.zenfu@gmail.com

